
造園業／庭師

健康づくりやスポーツの諸問題をチームワークで解決する。

人間健康学部

「専門演習２」
森 仁志 教授

大谷健太さん（3年次生）

庭師が100人いれば100通りある庭づくり。
大切なのは、施主に合った庭づくりを見極めること。

京都府立北嵯峨高等学校出身
2007年社会学部卒業　

植昭 長岡造園

長岡 秀晃さん

　長岡秀晃さんは、京都の嵯峨嵐山に程近い植昭長岡造園で、庭師として造園業に携わって
います。植昭長岡造園は、曽祖父の代から続く造園会社です。主な業務は、禅宗の大本山相国
寺の庭園の維持管理のほか、町屋庭園のデザイン・作庭・維持管理まで多岐にわたります。「多
くの観光客が訪れる相国寺で、自分が関わる庭を見てもらい、興味を持ってもらえることにや
りがいを感じます」と言います。
　長岡さんにとって、祖父や父をはじめとする庭師は身近な存在でした。大学時代に植昭長岡
造園でアルバイトをする中で、樹木の剪定や石を据える職人の背中を見て「自分も一つの道
を極めたい」と思うようになり、造園業の道に進むことを決めたそうです。
　造園業は昔ながらの職人気質で、上下関係に厳しい人も多いため、人とのつながりが重要
な職業でもあります。そのため、学生時代に体育会バレーボール部の活動を通して、目上の方
への礼儀、人との接し方を学んだことが今でも役立っているのだとか。また、ゼミの指導教員
である永井良和教授からは書籍などから得る知識だけでなく、実際に足を運び、自分の目で見
て考えることを学んだという長岡さん。「今は、ウェブサイトで情報を簡単に得ることができま
すし、写真をもとに打ち合わせもできますが、実際に現場状況を確認しなければ、正しい見積
もりや作業ができないため、必ず現場に赴き、施主がどんな庭造りや管理を要望されている
のかお聞きするようにしています」と続けます。
　明確な要望がない時には、実用性を求めるのか、見た目を重んじるのか、雑談も交えて要望
の本質を引き出すよう心掛けているという長岡さん。庭づくりでは、この「用」と「景」の割合を
見極めることが大切なのだそうです。「景」の割合が大きければ、見た目を重視した庭になりま
すし、逆に「用」の割合が大きければ、実用性が高くなるように工夫を行うそうです。
　庭づくりの現場はもちろん、社会では多くの人と関わりながら何かをつくりあげていきま
す。そのため、アクシデントはつきものですし、段取りが狂うこともあります。どんな時でも「臨
機応変に対応できる柔軟性を持つことが大切」と話します。同時に多くの職人や業者がいる現
場では、普段から互いの技術の話や雑談をすることで、仕事がスムーズに進むそうです。
　良い仕事をするためにコミュニケーション力と雑談力は欠かせません。「学生生活では、勉
強はもちろん、クラブ、趣味、資格の取得、遊びなど、打ち込める何かを見つけて全力で取り組

んでください。一つのことを極める中で多くの人と関わり、コミュニケーション力や柔軟
性が身に付くはずです。先の先まで見据え、最終の目的を把握していれば、その場に応
じた柔軟な対応ができるようになります」とアドバイスをくれました。

必須アイテムは、剪定の際、樹木に応じて使い分ける刃物類。大ばさみ
などは祖父から受け継いだもの。

　人間健康学部では、「からだ」の健康だけでなく、より幅広く「健幸（健やかで幸せ）」な社
会の実現に貢献できる人材の育成を目指しています。そのためには、健康に関する社会
の課題を発見し、新たな発想で解決する力が求められます。
　森仁志教授の「専門演習」では、健康づくりやスポーツに関する問題点について、現場
でのフィールドワークを通じて事実を観察調査し、問題の本質を分析して課題やニーズ
を発見します。さらに課題解決のためのアイデアを練って企画・実行していくプロセスを、
実践的に身に付けるゼミ活動をしています。
　3年次生の専門演習では、広告会社が主催するソーシャルデザインのコンテストに参
加したり、文具メーカーから商品開発のテーマをもらい企画のプレゼンテーションを行っ
たりするなど、課題解決の手法を体験的に学びます。
　4年次生の卒業演習でも研究はチームで取り組みますが、全員が自ら考えたプロジェ
クトのリーダーとなり、同時に他のプロジェクトチームのメンバーとしてサポートする仕
組みになっています。自分の興味があるテーマに関して新しいアイデアや改善案を提案
する際にも、現場主義を徹底し、現場にどのようなニーズや課題があるのかを詳しく調査
するようにしているそうです。
　「学外のコンテストに参加したり、企業との連携によるPBL(Project Based Learning)
型の授業を実施したりすることで、自ら取り組むテーマの意義や価値を再認識すること
ができます。同時に社会で求められる社会人の基礎力も養成されます」と森教授は言い
ます。さらに「プロジェクトでは、取り組むべき問題の課題解決のために研究というツール
が役立つのだということを実感してほしいと思います。そのため、3年次生の段階では産
学連携などの舞台を準備して、研究が社会で実際に使えることを意識させる工夫をして
います」とも話しました。
　「言われたことだけをこなすのではなく、自ら率先して課題を発見し、その解決策を自
身で考え、提案・実行できる人間になってほしい。また、社会では一人でできることには限
界があるので、課題解決の実践のために、他者と協働し、チームに貢献するチームワーク
力も培ってくれることを望みます」とメッセージを寄せました。

フィールドワークを軸に課題解決のためのスキルを養います。

　クラブの先輩の紹介を受けたのがきっかけで、プロジェクト
内容に興味を持ち、このゼミを選びました。フィールドワークで
社会人や地域住民の方々と接したり、ゼミ合宿に参加したりす
ることで、積極的に自分の意見を話せるようになりました。

　ゼミ長になり、リーダーとは自ら率先して行動する人であり、周
りの人がその姿を見て同じ目的を持てる人だと気付きました。ま
た考えの違うメンバーをまとめる難しさも実感しています。ゼミで
の経験のおかげで有意義な大学生活を送ることができています。

　座学より実践が中心のゼミ
です。現場をフィールドワーク
して課題を発見したり、課題解
決のための新しいアイデアを
考えたりするので、好奇心を
大切に楽しみながら取り組ん
でほしいと思っています。また
グループでの活動が多いた
め、チームワーク力を身に付
けたい人にもお勧めです。

藤村香純さん（3年次生） 森 仁志 教授　
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